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改版履歴

版数 改版日 変更内容

1.0 2023/06/30 初版作成

1.1 2023/07/10 APIのURLを更新

1.2 2023/08/24 「はじめに」に通常のAPIとアプリ開発用APIの違いに関する記述を追加
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はじめに

⚫本ドキュメントではFujitsu Research Portalで公開しているAPIの利用方法について説
明する

⚫ Fujitsu Research PortalでAPIを利用するためにはアカウント作成の後、作成したアカ
ウントにログインする必要がある
⚫ アカウント作成方法については、別ドキュメント（アカウント作成方法）を参照

⚫ Fujitsu Research Portalで公開しているAPIを利用するためにはAPIアクセストークンを
Authorizationヘッダに付与する必要がある
⚫ APIアクセストークンの発行方法については、別ドキュメント（APIアクセストークン発行方法）を参照

⚫通常のAPIとアプリ開発用APIの2種類が用意されている場合、以下のような違いがある
⚫ 通常のAPI: APIアクセストークンによりAPIを利用可能だが、APIアクセストークンには有効期限があるため、

APIを試用する用途に適している。ユーザ固有のパラメータはAPIアクセストークンから読み出される

⚫ アプリ開発用API: 固定のサブスクリプションキーによりAPIを利用可能なため、APIを利用してアプリを開発する
用途に適している。ユーザ固有のパラメータは、アプリ側で制御してAPIへのリクエストパラメータに含める必要が
ある
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利用方法

⚫本ドキュメントではFujitsu Research Portalで公開しているAPIの利用方
法を2種類説明する
1. Fujitsu Research Portal上でのAPIの利用

2. cURLなどからのAPI利用方法

⚫Postmanなどでも同様に利用可能なので適宜読み替える

⚫また、Fujitsu Research Portal上のAPIの利用回数には以下の制限が付
いている
⚫ユーザごとに5 request / min 

⚫ユーザごとにカウントするため別のAPIを叩いた場合もカウントアップされる
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https://github.com/curl/curl
https://www.postman.com/


Fujitsu Research Portal上でのAPIの利用1

⚫ログイン後、Fujitsu Research 
Portalのホーム画面中央または右上
の「技術一覧」より「技術一覧」ペー
ジに移る

⚫「技術一覧」より利用したい技術を選
択し、「詳細」ページに移る
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Fujitsu Research Portal上でのAPIの利用2

⚫「詳細」ページ下部の「APIを試す」ボ
タンをクリックして「API仕様」ページに
移る
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Fujitsu Research Portal上でのAPIの利用3

⚫左部のAPIのリストより利用したい
APIを選択する

⚫利用したいAPIのヘッダやパラメータ、
ボディを確認し、右上の「Try it」ボタ
ンをクリックし「Try it」ページを表示す
る
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Fujitsu Research Portal上でのAPIの利用4-1

⚫「Try it」ページの「Authorization」
タブを開き、
「Developer_Portal_Access_To
ken」の項目で
「authorization_code」を選択す
る

⚫選択すると、「Headers」タブに自動
的に「Authorization」項目と認証
して得られるAPIアクセストークンが付
与される
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Fujitsu Research Portal上でのAPIの利用4-2

⚫事前に取得したAPIアクセストークン
を利用したい場合、「Headers」タブ
下部の「＋Add header」をクリックし、
「Authorization」項目を追加し、
「Bearer eyJ…」を入力する
⚫「eyJ…」は事前に取得したAPIアクセス

トークン
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Fujitsu Research Portal上でのAPIの利用5

⚫「Parameters」や「Headers」、
「Body」の各項目に必要な情報を
入力し、「Try it」ページの下部の
「HTTP request」タブの「Send」ボ
タンをクリックする

⚫「HTTP request」タブ下のプルダウ
ンメニューから言語を選択することでそ
の言語でのAPIリクエストを行うための
コードが表示される
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Fujitsu Research Portal上でのAPIの利用6

⚫実行結果が表示されるので確認する
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cURLなどからのAPI利用方法1

⚫Fujitsu Research Portal上での
APIの利用1-3と同様に「API仕様」
ページに遷移し、利用したいAPIを選
択し、内容を確認する

⚫「API仕様」ページの「Request」項
目に記載されている「HTTPメソッド」、
「URL」をメモする

⚫また、必要があれば、「Request
parameters」、「Request 
headers」、「Request body」をメ
モする
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cURLなどからのAPI利用方法2

⚫cURLが利用できる環境のターミナル
などを起動し、cURLコマンドを入力し
実行する

⚫この際、必要な「Request 
headers」に加えて、
「Authorization」ヘッダを追加する
必要がある
⚫-H “Authorization: Bearer eyJ…”

をコマンドに追加する

⚫「eyJ…」は事前に取得したAPIアクセス
トークン
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簡単にcURLコマンド例を取得する方法

⚫ 「Fujitsu Research Portal上でのAPI
の利用4」と同様の操作をし、「Try it」
ページを表示する

⚫ 「HTTP request」タブ下のプルダウンメ
ニューから「Curl」を選択し、「Copy」をク
リックしてcURLコマンドをコピーする
⚫ 「Reveal secrets」をクリックすることでAPI

アクセストークンを表示し、画面上からもコ
ピーできる

⚫このコマンドを「cURLなどからのAPI利用
方法2」と同様にcURLが利用できるター
ミナルなどにペーストし実行する
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cURLなどからのAPI利用方法3

⚫実行結果が表示されるので確認する

© 2023 Fujitsu Limited15



API仕様書のダウンロード

⚫「API仕様」ページ中央の「API
definition」から形式を選択すること
で、指定の形式のAPI仕様書をダウ
ンロードできる
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Thank you
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